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バイオマス原料を使った 

高融点ポリアミドの販売展開について 

 

当社は、フランス・アルケマ社とバイオマス原料を使った高融点ポリアミド樹脂（以下、「新

規ポリアミド樹脂」）の製造・販売に関する業務提携に合意しました。これを機に両社で新規ポ

リアミド樹脂を製造し、全世界に販売していきます。 
新規ポリアミド樹脂は、バイオマス原料を使っていること、高い融点と低い吸水性が特長で

あり、耐熱性、寸法安定性を求められる電気・電子分野、自動車関連分野などへの市場展開を

予定しています。 
 
１．新規ポリアミド樹脂開発の背景 

従来、ポリアミド樹脂は、耐熱性、耐油性、強度（機械的特性）などの特長を評価され、

さまざまな分野に使用されてきました。一方、近年の地球環境問題を背景に、非石油由来の

バイオマス原料を使った樹脂が求められるようになってきています。すでにバイオマス原料

を使ったポリアミド樹脂は市販されていますが、最近は、より融点の高いポリアミド樹脂が

求められています。 
 

２．新規ポリアミド樹脂の特長 
 （１）バイオマス原料を使用 
   新規ポリアミド樹脂は、非可食のトウゴマ（トウダイグサ科の植物）というバイオマス

原料を使っています。 
 

（２）高い融点 
新規ポリアミド樹脂は、融点２５０～３１５℃の耐熱性を有します。融点３１５℃は、

バイオマス原料を使用した樹脂の中で最高レベルの融点であり、従来の石油由来の高融点

ポリアミド樹脂と比較しても、最高レベルの融点です。ＬＥＤに代表される電気・電子部

品や自動車関連部材の耐熱素材として幅広い分野での採用が期待できます。 
 

 （３）低い吸水性 
新規ポリアミド樹脂は、従来のポリアミド樹脂に対して、吸水率を１／３程度にできる

ため、従来、吸水による寸法変化によりポリアミド樹脂の使用が難しかった用途にも使用

可能です。 



３．今後の展開について 
当社は、新規ポリアミド樹脂を「バイロアミド®」の商標で販売します。 
当社は、これまでに高耐熱、高強度など、さまざまな特長を持つポリアミド樹脂の製造・

販売を手掛けてきました。一方、アルケマ社は、世界で事業を展開する化学メーカーです。

当社のポリアミド樹脂の製造ノウハウとアルケマ社のモノマー技術とを融合し、両社で新規

ポリアミド樹脂の事業化を図ります。 
当社は、新規ポリアミド樹脂を戦略事業として位置付け、積極的に拡大し、当面、売上高

５０億円を目指します。 
 
 

アルケマ社について：  

社名  ：ＡＲＫＥＭＡ 

所在地 ：420 rue Estienne d'Orves 92705 Colombes Cedex,France 

代表者 ：ティエリー ル・エナフ 

売上高（２００９年）：４４億ユーロ 

従業員数：約１３,８００人 

設立  ：２００４年 

事業内容：ビニル製品、工業用化学品、機能製品の製造及び販売 
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＜本件についてのお問い合わせ先＞ 

東洋紡績株式会社 広報室 
山田・藤本 

電 話：０６－６３４８－４２１０ 

 


